
 

 

学校法人の耐震化率の公表 

 

学校施設は「建築物の耐震改修の促進に関する法律」により、所有者に耐震診断及び耐震改

修の努力義務が課せられています。 

大学は、学校教育法及び同法施行規則により学生の教育研究活動等についての情報を公開

することが求められます。 

 

建物の耐震化率 

 

九州ルーテル学院大学の耐震化率は１００％です。（２０２６年４月１日現在） 

２０２６年度私立学校校舎等実態調査 （調査①）に基づき算出しています。 

 

【耐震化率の算出】 

（分母）施設の延床面積の合計 

（分子）①または②に該当する建物の延床面積の合計 

①新築年月日が１９８１年７月１日以降の建物。 

②新築年月日が１９８１年６月３０日以前の建物のうち、耐震診断を実施済で、耐震性能を

有している。あるいは耐震補強済の建物。 

 

九州ルーテル学院大学 

 建物名称 延床面積 新築年月日 分子番号 

１ 大学１号館 3,321 ㎡ １９７５年２月１５日 ② 

２ 大学２号館 2,128 ㎡ １９８６年４月１６日 ① 

３ 大学３号館 ７７５㎡ １９９３年７月３１日 ① 

４ 学院会館 1,957 ㎡ １９９３年７月３１日 ① 

５ 大学４号館 ７６４㎡ ２００２年１０月８日 ① 

６ 学生ホール棟 ５６０㎡ ２００５年 ３月２日 ① 

 計 9,505 ㎡   

※大学１号館は耐震診断を実施後、耐震改修を実施。Ｉｓ値 0.7 以上。 

 

計算式 

耐震化率 9,505 ㎡／9,505 ㎡×１００＝１００％  


